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"
☆プロフィール☆
元徳島県公立小中学校事務職員
文部科学省CSマイスター 徳島県CSアドバイザー
徳島県社会教育委員・社会教育士
徳島県総合計画審議会委員
第４期徳島県教育振興審議会委員
徳島県普通科高校学区制検討有識者会議委員
三加茂中学校運営協議会会長
子育て・在宅の子（不登校）応援サロン カフェブルースカイ主宰
兵庫教育大学大学院教育政策リーダーコース修了（教職修士）

＃地域とともにある学校づくり
＃コミュニティ・スクール
＃地域学校協働活動 プロフィール
＃教育支援 ＃学校運営 ＃社会教育 ＃生涯学習
＃学校事務 ＃学校事務職員 ＃人材育成 ＃対話
＃ファシリテーション ＃CSマイスター
＃未来への風プロジェクト  #子育て・不登校支援



"コミュニティ・スクールとは？
学校運営協議会を設置している学校



コミュニティ・スクール主な3つの機能

① 校長が作成す
る学校運営の基
本方針を承認す
る。
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② 学校運営につ
いて、教育委員会
または校長に意
見を述べることが
できる。

③ 教職員の任用
に関して、教育委員
会規則に定める事
項について、教育委
員会に意見を述べ
ることができる。

合議体として



「次世代の学校」の創生に必要不可欠な教職員定数の戦略的充実

「次世代の学校・地域」創生プラン（平成28年１月 文部科学大臣決定）の実現に向けて

法改正済：義務標準法等

子供

学校の組織運営改革

（⇒チーム学校）

教員

校長

子供へのカウンセリング等に
基づくアドバイス
校内研修の実施 等

地域学校協働本部

授業等の学習指導
生活指導・保護者対応 等

保護者・地域住民・企業・ＮＰＯ等

教員改革
（⇒資質向上）

ベテラン段階

養成・採用・研修を通じた
不断の資質向上

中堅段階

１～数年目

採用段階

養成段階

教員としての資質の

向上に関する「指標」

現職研修改革

採用段階の改革

養成段階の改革

・管理職研修の充実

・マネジメント力強化

・ミドルリーダー育成

・免許更新講習の充実

・チーム研修等の実施

・英語・ICT等の課題へ対応

・採用試験の共同作成

・特別免許状の活用

・インターンシップの導入
学校現場や教職を早期に体験

・教職課程の質向上

中教審答申←教育再生実行会議第７次提言

保護者

子供への個別カウンセリング
いじめ被害者の心のケア 等

困窮家庭への福祉機関の紹介
保護者の就労支援に係る助言 等

←都道府県が策定

←国が大綱的に提示
「指標」の策定に

関する指針

中教審答申←教育再生実行会議第７次提言 中教審答申←教育再生実行会議第６次提言

学校運営協議会

地域からの学校改革・地域創生
（⇒地域と学校の連携・協働）

法改正済：学校教育法、地方教育行政法 法改正済：社会教育法

校長の

リーダーシップの下学校
を運営

・学校運営の基本方針
・学校運営や教育活動 等

事務職員

校長のマネジメントを支える

※共同学校事務室により
学校の事務を効率化

地域の人々が学校と連携・協働して、子供
の成長を支え、地域を創生

⇒職務の

明確化

⇒努力義務化

連携・協働

法改正済：教特法、免許法、

 教員研修センター法

• 障害に応じた特別の指導（通級による指導）、日本語能力に課題のある児童生徒への指導、初任者研修、少人数指導等の推進のための基礎定数の新設（義務標準法の改正）
• 教職員定数の加配事由に「共同学校事務室」を明示（義務標準法の改正）

・校長のリーダーシップを応援
・地域のニーズに応える学校づくり

地方教育行政法の改正により措置済（平成
29年４月１日施行）

社会教育法の改正により措置済（平成
29年４月１日施行）

「地域学校協働活動」の推進

・郷土学習 ・地域行事 ・学びによるまちづくり
・放課後子供教室 ・家庭教育支援活動 等

教特法等の改正により措置済（平成
29年４月１日施行）

法改正済：地方教育行政法

学校教育法の改正により措置済（平成29
年４月１日施行）

学校教育法施行規則の改正により措置済（平成29
年４月１日施行）

スクール
カウンセラー

スクール
ソーシャル
ワーカー

地域連携の
中核を担う
教職員

教員を
バックアップする
多様なスタッフ

・・・・・・

地方教育行政法の改正により
措置済（平成29年４月１日施行）

地域学校協働活動推進員

⇒役割等の明確化

教育基本法を踏まえ、学校が直面する様々な教育課題に対応していくために、学校の機能強化を一体的に推進することが必要。
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コミュニティ・スクールと地域学校協働活動

コミュニティ・スクール
▪ 学校が地域住民や保護者と
教育目標を共有し組織的・継
続的な連携を可能とする、「地
域とともにある学校」への転換
を図るための仕組み

▪ （地方教育行政法）
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地域学校協働活動
▪ 多くのより幅広い層の地域住民・
団体が参画し、学校と地域が目標
を共有しながら「緩やかなネット
ワーク」を形成することにより、学
校が地域住民や保護者と地域学
校協働活動を推進する体制。

▪ （社会教育法）

（学校運営 と 教育支援）



"形骸化してない？？
上
前
横

教育委員会が～
前からやってる～
みんなやってる～



"学校運営協議会

どうすればうまく機能するの？



"
会議を変えましょう！！



ダメ会議10のチェック

• 結論が出ない、何も決まらない、先送りばかり
• 出席者が多すぎる、発言者は少ない
• 時間が長い、一人ひとりの発言が長い
• 報告会のよう、メールで十分、資料説明多い
• 否定的コメントや代案のない批判が多い
• 空気がどんより、つまらない、眠い、内職者が多い
• 御前会議のよう、席の序列厳格、特定者だけ発言
• 最後にドンデン返し（今までの議論意味なし）
• はじめからシナリオと結論が決まっている
• 会議の目的がわからない、何のためか不明

<2018.10.17 文科省学校マネジメントフォーラム講義から>



学校運営協議会の現状
作：松田幸生（滋賀県CSアドバイザー）



協議・熟議の
時間の割合

学校運営協議会の現状
作：松田幸生（滋賀県CSアドバイザー）



協議・熟議の時間を
増やしましょう！

学校運営協議会の現状
作：松田幸生（滋賀県CSアドバイザー）



アイデアの種類
⚫自分に出せたアイデア

⚫自分には出せなかったけど、すご
くよく分かるアイデア

⚫自分には全く想像つかなかった
アイデア



A

アイデアの精度

＜

A

１０ １００
アイデアが多く出るほど
その精度が高まります 作：松田幸生（滋賀県CSアドバイザー）



学校運営協議会Ⅰ
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学校運営協議会（生徒も参加して）
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大事なことは

アイデアを形にすること

運営協議会で
出たアイデア

11月のオープンスクールで

「おや親 ふれあい広場」を実施

子育ての悩みや不安を
気軽に語り合える場づくり

11月のオープンスクールで

「ふれあい広場 こど
もーにんぐ」を実施

朝ご飯しっかり食べて
元気に歌おう！



学校運営協議会Ⅱ
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2024.9.26



11月18日 参観日

「親なびワークショップ」を実施

「ケータイ・スマホのお約束」
学校×PTA×学運協×県教委
気軽に語り合える場づくり

大事なことは

アイデアを形にすること



親なびカフェ
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2024.11.18



では、実際の運営協議会を観てみましょう
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